
EVENT
CALENDAR

 　1 月

JANUARY

 　2 月

FEBRUARY

 　3 月

MARCH

2025年12月２日時点。掲載情報に変更が生じる場合がございます。最新情報は、各問合せ先にてご確認ください。

休館日2日㊊・3日㊋

休館日3日㊋・17日㊋

休館日1日㊍㊗～3日㊏
13日㊋・19日㊊

劇場カレンダー

1月

●�7日㊌ 

▲

 12日㊊㊗ 無 料

第19回  銀粘土でつくる
シルバーアクセサリーコンテスト国際展
問合せ：アートクレイ倶楽部事務局
� 042-366-8661

●�15日㊍ 

▲

 18日㊐ 無 料

第28回  公募  インテリアの書展
問合せ：墨のサロン　049-284-4311

●�23日㊎ 

▲

 27日㊋ 無 料

東京都特別支援学校第34回総合文化祭
5部門作品展
問合せ：東京都教育庁指導部特別支援
� 教育指導課　03-5320-6868

●�30日㊎ 

▲

 2月1日㊐ 無 料

日本書学研究会・一先会
東京支局　かな展 
問合せ：荻山　090-4638-7819

2月

●�5日㊍ 

▲

 9日㊊ 無 料

新井光風作品展Ⅲ
―新作・八十九歳命のかたち― 
問合せ：新井　090-5501-1355

●�12日㊍ 

▲

 15日㊐ 無 料

尚美学園大学  卒業制作展 
問合せ：尚美学園大学2026実行委員会
� 049-246-2127

●�19日㊍ 

▲

 24日㊋ 無 料

卒業記念展
問合せ：第74期卒展委員会
� 代表　都丸　090-8173-3068

●�26日㊍ 

▲

 27日㊎ 無 料

協会創立二十周年記念展 【華・絆】
第七回  全日本華人花藝協会花展
問合せ：陳　080-4180-5805

●�28日㊏ 有 料

第22回子どもたちと芸術家の出あう街
ワークショップ
料金：1,000～1,500円
問合せ：日本フィル・サービスセンター
� 03-5378-5911

3月

●�7日㊏ 

▲

 8日㊐ 無 料

水彩アートイベント
「Watercolors 2026」
問合せ：日本文藝　03-4400-9266

●�11日㊌ 有 料

芸劇＋まちがく vol.28
料金：会場参加�1,000円���オンライン�500円
問合せ：東京芸術劇場�事業調整係
� 03-5391-2116

●�13日㊎ 

▲

 17日㊋ 無 料

中川蘆月書の世界展   
―生きた証を残したいⅡ―
問合せ：中川　090-3117-0248

●�21日㊏ 

▲

 22日㊐ 有 料

第10回 池袋鉄道模型芸術祭
料金：500円（保護者同伴の小学生以下無料）
問合せ：日本鉄道模型の会　03-3971-2320

●�26日㊍ 

▲

 29日㊐ 無 料

第50回  日本教育書道藝術院  書作展
問合せ：日本教育書道藝術院　03-3836-0901

GALLERY 1   5F

1月

●�14日㊌ 

▲

 18日㊐ 無 料

第4回  CLUB LIGHT PARTY 写真展
問合せ：鶴岡　090-1732-0561

●�23日㊎ 

▲

 27日㊋ 無 料

東京都特別支援学校第34回総合文化祭
5部門作品展
問合せ：東京都教育庁指導部特別支援
� 教育指導課　03-5320-6868

●�30日㊎ 

▲

 2月2日㊊ 展示：� 無 料
イベント：� 有 料

写真と朗読によるフクシマからの伝言
問合せ：菊池　080-6595-8166

2月

●�5日㊍ 

▲

 9日㊊ 無 料

新井光風作品展Ⅲ
―新作・八十九歳命のかたち― 
問合せ：新井　090-5501-1355

●�12日㊍ 

▲

 15日㊐ 無 料

尚美学園大学  卒業制作展 
問合せ：尚美学園大学2026実行委員会
� 049-246-2127

●�20日㊎ 

▲

 22日㊐ 無 料

第三回  花文字展  東京展
問合せ：花文字ソムリエ協会
� 國井　090-3914-3839

●�28日㊏ 有 料

第22回子どもたちと芸術家の出あう街
ワークショップ
料金：1,000～1,500円
問合せ：日本フィル・サービスセンター
� 03-5378-5911

3月

●�6日㊎ 

▲

 8日㊐ 無 料

第7回  書道教員による 
鑑賞教材のための書作展
問合せ：加藤　080-5672-1168

●�14日㊏ 

▲

 15日㊐ 無 料

巣鴨学園  美術書道作品展
問合せ：巣鴨学園　冨永　03-3918-5311

●�21日㊏ 

▲

 22日㊐ 有 料

第10回 池袋鉄道模型芸術祭
料金：500円（保護者同伴の小学生以下無料）
問合せ：日本鉄道模型の会　03-3971-2320

●�23日㊊ 

▲

 29日㊐ 無 料

第31回  獏の会展
問合せ：菊池　090-8009-1712

GALLERY 2  5F 

1月

●�7日㊌ 

▲

 11日㊐ 無 料

初春セキレイ展
問合せ：清水　090-7406-4640

●�20日㊋ 

▲

 26日㊊ 無 料

東京朝鮮中高級学校  美術部展
問合せ：崔　090-2940-9491

●�28日㊌ 

▲

 2月1日㊐ 無 料

視点Ⅳ  日常に佇む光
問合せ：ビアンキュイ写真部事務局
� 03-6228-1804

2月

●�4日㊌ 

▲

 8日㊐ 無 料

第31回創作者集団アートピックス展
問合せ：鈴木　080-6656-1751

●�9日㊊ 

▲

 15日㊐ 無 料

第7回  新構造東京支部展
問合せ：三浦　090-8815-7590

●�19日㊍ 

▲

 24日㊋ 無 料

早稲田国際ビジネスカレッジ 
デザイン総合学科  2026年卒業制作展
問合せ：春日　03-5155-3939

3月

●�1日㊐ 無 料

ボンクリ・フェス2026　asyncの部屋
問合せ：東京芸術劇場ボックスオフィス
� 0570-010-296

●�5日㊍ 

▲

 18日㊌ 無 料

令和7年度 東京空襲資料展
問合せ：東京都生活文化局�文化振興部�
� 企画調整課�記念行事担当�
� 芦田　03-5000-7230

●�21日㊏ 

▲

 22日㊐ 有 料

第10回 池袋鉄道模型芸術祭
料金：500円（保護者同伴の小学生以下無料）
問合せ：日本鉄道模型の会　03-3971-2320

●�25日㊌ 

▲

 29日㊐ 無 料

ORILINK  第1回東京展示会
問合せ：小尻　090-6757-1729

3月

●�1日㊐  12：30開演 有 料

ボンクリ・フェス2026
子どものための
フルートの部屋
問合せ：東京芸術劇場
� ボックスオフィス
� 0570-010-296

●�1日㊐  16：45開演 有 料

ボンクリ・フェス2026
フルートの部屋～奇才 クレア・
チェイスの妙技
問合せ：東京芸術劇場
� ボックスオフィス
� 0570-010-296

3月

●�1日㊐  11：00開始 有 料

ボンクリ・フェス2026
テルミンで遊ぼう！～トーン
マイスター石丸の実験室
問合せ：東京芸術劇場
� ボックスオフィス
� 0570-010-296

ATELIER EAST  B1F

1月

●�10日㊏ 

▲

 11日㊐ 有 料

託児型ワークショップ 
「こどもあそびシアター」
料金：500円
問合せ：アーツカウンシル東京
� 企画課　03-6256-8430

●�14日㊌ 

▲

 18日㊐ 無 料

第三十六回  泰永書展
問合せ：坂口　090-4894-3669

●�20日㊋ 

▲

 26日㊊ 無 料

東京朝鮮中高級学校  美術部展
問合せ：崔　090-2940-9491

2月

●�4日㊌ 

▲

9日㊊ 無 料

Photo CLUB 写夢展
問合せ：内村　080-5536-4205

●�14日㊏ 

▲

15日㊐ 有 料

託児型ワークショップ 
「こどもあそびシアター」
料金：500円
問合せ：アーツカウンシル東京
� 企画課　03-6256-8430

●�20日㊎ 

▲

 22日㊐ 無 料

東京学芸大学教職大学院書道教育  
サブプログラム修了記念書作展  不退展
問合せ：東京学芸大学草津祐介研究室内
� 不退展実行委員会　042-329-7258

●�23日㊊㊗ 

▲

 25日㊌ 無 料

桐美展
問合せ：岸野　080-5925-3500

3月

●�1日㊐ 無 料

ボンクリ・フェス2026   電子音楽の部屋
問合せ：東京芸術劇場ボックスオフィス
� 0570-010-296

●�4日㊌ 

▲

 8日㊐ 無 料

TMTギア音楽分野
クリエイション・レポート
問合せ：東京芸術劇場　事業第一係
� 03-5391-2114

●�9日㊊ 

▲

 15日㊐ 無 料

第17回  保谷フォトクラブ写真展
問合せ：伊藤カメラ���保谷店���03-5387-1041

●�17日㊋ 

▲

 19日㊍ 無 料

江戸きめこみ人形展
問合せ：今井　090-9951-5767

●�21日㊏ 

▲

 22日㊐ 有 料

第10回 池袋鉄道模型芸術祭
料金：500円（保護者同伴の小学生以下無料）
問合せ：日本鉄道模型の会　03-3971-2320

●�24日㊋ 

▲

 31日㊋ 無 料

野田秀樹ポスター展
問合せ：東京芸術劇場　03-5391-2111

ATELIER WEST  B1F

REHEARSAL 
ROOM L  B2F

REHEARSAL 
ROOM M3  B2F
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INFORMATION

● 掲載情報に変更が生じる場合がございます。最新情報は、劇場や各主催者のWEBサイトなどでご確認ください。 
　次号の発行は2026年４月１日を予定しています。

東京芸術劇場では、2025 年 9 月のリオープンより、1F のボックスオフィス（総合案内）横に 
「アクセシビリティ・デスク」を新設し、アクセシビリティの各種案内やサポートツールの 

貸し出し、遠隔手話サービスなどを提供しています。スタッフ不在時は、ボックスオフィス
にてご案内いたします。
WEB ページには、より多くの方が舞台芸術を楽しめるようにするためのアクセ
シビリティ／館内サービスをまとめて掲載しています。

 ▶ https://www.geigeki.jp/accessibility/　

  Column  

ART &
CULTURE 
around 芸 劇

  「多様な人が “自分の劇場だ” と思える場こそ、本当の意味で

の劇場なのだと思います」。ある意見交換の場で、東京芸術劇場・

社会共生担当の三谷淳さんが言った。

　アクセシビリティは「アクセスできること」を意味する言葉で、

製品やサービス、情報などを、誰もが利用できる状態にするこ

とをいう。劇場においては、体験のしやすさやその環境づくり

であり、ソフトとハードの両面で考えることが重要だ。

　劇場を訪れる際、さまざまなバリアや不安に直面する人がい

る。安心して観劇を楽しめるための工夫として、鑑賞サポート

がある。たとえば、聞こえない、聞こえにくい人への字幕機の

貸し出しや手話通訳、見えない、見えにくい人に公演の視覚情

報を伝える音声ガイドや鑑賞前に実施される、上演中に使用さ

れるセットや小道具などに触れるタッチツアーなど。車いすを

利用する人や補助犬ユーザーのスペースの確保、また WEB サ

イトでのアクセシビリティ情報の発信も欠かせない。

　東京芸術劇場では、12 年以上にわたりこの取り組みを続けて

きた。社会共生担当という専門部署が月に２回程度、鑑賞サポ

ート付き公演を企画する。作品との相性やさまざまな条件を踏

まえ、広報から受付、鑑賞まですべてのプロセスに来場者への

想像力を働かせている。

　その積み重ねの先に、2023 年には当劇場主催の木ノ下歌舞

伎『勧進帳』の巡回公演で、全国 6 劇場に鑑賞サポートを付帯。

初めて利用した人からは「こんなに演劇を楽しめたことはなか

った。心に栄養が満たされていくような気持ちになった」とい

う声が寄せられた。「劇場に足を運ぶことは、単に舞台を観る行

為ではなく、集い、共感し、語り合う複合的な体験だ」と巡回

先の劇場職員も気づきを得た。

　昨年 11 月の舞台『TRAIN TRAIN TRAIN』では、理解するため

のサポートではなく、視覚だけ、聴覚だけ、視覚と聴覚の両方

でも、それぞれの感覚から物語を味わえるよう「想像すること

を楽しむための工夫」をとりいれた先進的なアクセシビリティ

の試みが行われた。

　こうした潮流の中、それでも推進者たちは「アクセシビリティ

に正解はない」と口をそろえる。人の数だけニーズがある。だ

からこそ「小さくても、はじめたらやめないこと。独りよがりで

なく、利用する人との対話の上に進めることを大切にしたい」と

同担当の多田和代さんは言う。良かったことも失敗も含め、対

話を重ねながら方法を模索する姿勢が東京芸術劇場らしさだと

思う。

　アクセシビリティを通して劇場は多様な人とつながることが

できる。一人ひとりの意識や視点が変わり、豊かな体験や文化

が育まれていく。そうして劇場はひらかれていくのだろう。

文：平原礼奈（編集者・手話通訳士）

異なる特性を持つ人々が舞台芸術と出会い、
安心して鑑賞できる劇場へ。
東京芸術劇場におけるアクセシビリティの実践。

豊かな体験を創り
劇場を育む
アクセシビリティ

1  新設された「アクセシビリティ・デスク」   2  東京芸術劇場 Presents 木ノ下歌舞
伎『三人吉三廓初買』（2024 年 9 月）でのポータブル字幕機   3  ダミアン・ジャレ
×名和晃平『Planet[wanderer]』（2025 年 11 月）での舞台模型を使ったタッチツアー
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